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照射量
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商品名

照射部位

ベサノイド 45 1日3回

減量規定

特記事項
・末梢白血球数、APL細胞数により併用薬の変更あり
・ベサノイドは最長60日まで経口投与
【A群】WBC3000/μ ｌ未満かつAPL細胞（芽球+前骨髄球）1000/μ ｌ未満のとき→ベサノイド単独
【B群】WBC3000/μ ｌ以上10000/μ ｌ未満あるいはAPL細胞（芽球+前骨髄球）1000/μ ｌ以上のとき→ベサノイド+イダマイシン（12㎎/㎡2日）+キロサイド（80
㎎/㎡）
【C群】WBC10000/μ ｌ以上のとき→ベサノイド+イダマイシン（12㎎/㎡3日）+キロサイド（100㎎/㎡）
【D群】A、B、C群において、途中APL細胞（芽球+前骨髄球）が1000/μ ｌ以上のとき→イダマイシン（12㎎/㎡2日）+キロサイド（80㎎/㎡）を追加投与
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